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寄贈品 
電子黒板(さつき株式会社 ミライタッチ Ｍ６５ＣＥ２Ｓ) 

可動式専用スタンド 

活用状況   

（使用者、使用内

容、使用頻度等） 

本校では児童のタブレットに入力された内容を全体に共有する双方向学

習ができるロイロノートを導入し、多くの教科において活用している。 

寄贈いただいた電子黒板については本校では５年生や６年生の多くの教

科の授業で活用している。 

理科学習における電子黒板(寄贈備品)の活用事例としては、先ほど挙げたロ

イロノートとの組み合わせにより、実験において児童が考えた方法や結果を、

ロイロノートでそれぞれ発表し、電子黒板上でそれらの分類をする活動が挙げ

られる。 

電子黒板により分類を全体へ明示し、自分の考えを持てなかった児童もこれ

らを参考にすることで、次への関心を高めることができる。 

 

 

 

申請当初の 

目的達成状況 

申請当初の課題であった、児童のタブレット間の情報共有はロイロノートを

導入することで解決され、「個別最適な学び」の授業づくりのための基本的

環境が大きく整った。 

 

教育的効果につい

て所見等 

教育アプリとの組み合わせにより、電子黒板の機能の多様性や操作の安易さ

により一層効果的に児童の学習に寄与できるようになった。 

本校の活用事例のように、児童自身による発表や共有のしやすさからも授業

の活性が図られる。また発表する児童にとっても説明過程の整理をしやすいた

め、その論理性の獲得にも寄与する。 

 



 活用状況の写真等（当日の様子など） 

 

 

 

 

 

 

 

今後の活用見通し・課題 

現状ワイヤレスで使用できる環境の整備がなされると、タブレット接続を要せず瞬時に児童のタブレッ

ト同士の画面の共有ができるため、より一層スムーズな授業が実現できる。そのための環境整備を実現して

いく必要がある。 

 

 

 

問題の答え合わせ 

単元末の「確かめよう」で答え合わせを

している様子 

動画やタイマー機能など 

【考えの交流】 

実験の結果・予想考察の違いを電子黒板を

用いて説明し、意見を交流させる。 


